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(57)【要約】
【課題】サムネイル機能で表示された複数のサムネイル
画像について、それぞれ対応する超音波画像の臨床的情
報を把握しやすくすること。
【解決手段】超音波診断装置は、超音波プローブと、超
音波プローブを介して被検体へ向けて超音波を送信し、
送信された超音波に対応する反射波を前記被検体から受
信し、受信した反射波に基づいて受信信号を発生する超
音波送受信部と、受信信号に基づいて超音波画像を発生
する超音波画像発生部と、超音波画像に基づいてサムネ
イル画像を発生するサムネイル画像発生部と、超音波画
像に関する第１の付加情報を発生する第１付加情報発生
部と、第１の付加情報の少なくとも一部を用いてサムネ
イル画像に付加する第２の付加情報を発生する第２付加
情報発生部と、サムネイル画像と第２の付加情報とから
構成されるサムネイル合成画像を発生するサムネイル合
成画像発生部と、サムネイル合成画像を表示する表示部
と、を具備する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波プローブと、
　前記超音波プローブを介して、被検体へ向けて超音波を送信し、前記送信された超音波
に対応する反射波を前記被検体から受信し、前記受信した反射波に基づいて受信信号を発
生する超音波送受信部と、
　前記受信信号に基づいて超音波画像を発生する超音波画像発生部と、
　前記超音波画像に基づいてサムネイル画像を発生するサムネイル画像発生部と、
　前記超音波画像に関する第１の付加情報を発生する第１付加情報発生部と、
　前記第１の付加情報の少なくとも一部を用いて、前記サムネイル画像に付加する第２の
付加情報を発生する第２付加情報発生部と、
　前記サムネイル画像と前記第２の付加情報とから構成されるサムネイル合成画像を発生
するサムネイル合成画像発生部と、
　前記サムネイル合成画像を表示する表示部と、
を具備することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記第２付加情報発生部は、前記超音波画像に対する前記サムネイル画像の縮小率とは
異なる縮小率又は拡大率で、前記第１の付加情報を用いて前記第２の付加情報を発生する
こと、
を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記サムネイル画像発生部と前記第２付加情報発生部とは、前記超音波画像を内部記憶
装置に保存する操作に応答して、前記サムネイル画像と前記第２の付加情報とを発生する
こと、
を特徴とする請求項１又は２記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記サムネイル画像発生部と前記第２付加情報発生部とは、前記超音波画像を前記内部
記憶装置から読み出す操作に応答して、前記サムネイル画像と前記第２の付加情報とを発
生すること、
を特徴とする請求項１又は２記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記第１付加情報発生部は、前記被検体の生体信号における前記超音波画像が得られた
生体信号の時相を示す情報を少なくとも含む前記第１の付加情報を発生し、
　前記第２付加情報発生部は、前記生体信号の時相を示す情報を含む前記第２の付加情報
を発生すること、
を特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか一項記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記第１付加情報発生部は、前記被検体の心電波形における前記超音波画像が得られた
心時相を示す情報を少なくとも含む前記第１の付加情報を発生し、
　前記第２付加情報発生部は、前記心時相を示す情報を含む前記第２の付加情報を発生す
ること、
を特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか一項記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記第１付加情報発生部は、前記被検体の心音波形における前記超音波画像が得られた
心音時相を示す情報を少なくとも含む前記第１の付加情報を発生し、
　前記第２付加情報発生部は、前記心音時相を示す情報を含む前記第２の付加情報を発生
すること、
を特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか一項記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記第１付加情報発生部は、前記被検体の脈波波形における前記超音波画像が得られた
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脈時相を示す情報を少なくとも含む前記第１の付加情報を発生し、
　前記第２付加情報発生部は、前記脈時相を示す情報を含む前記第２の付加情報を発生す
ること、
を特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか一項記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記第１付加情報発生部は、前記被検体の呼吸曲線における前記超音波画像が得られた
呼吸時相を示す情報を少なくとも含む前記第１の付加情報を発生し、
　前記第２付加情報発生部は、前記呼吸時相を示す情報を含む前記第２の付加情報を発生
すること、
を特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか一項記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記第１付加情報発生部は、ユーザが入力装置を介して入力した前記超音波画像につい
ての所見を示す文字列を少なくとも含む前記第１の付加情報を発生し、
　前記第２付加情報発生部は、前記所見を示す文字列を含む前記第２の付加情報を発生す
ること、
を特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか一項記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記第１付加情報発生部は、前記超音波画像を用いた計測に関する情報を示す文字列を
少なくとも含む前記第１の付加情報を発生し、
　前記第２付加情報発生部は、前記計測に関する情報を示す文字列を含む前記第２の付加
情報を発生すること、
を特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか一項記載の超音波診断装置。
【請求項１２】
　前記第１付加情報発生部は、前記超音波画像に付されるボディマークを少なくとも含む
前記第１の付加情報を発生し、
　前記第２付加情報発生部は、前記ボディマークを含む前記第２の付加情報を発生するこ
と、
を特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか一項記載の超音波診断装置。
【請求項１３】
　超音波診断装置を用いて取得された超音波画像に基づいてサムネイル画像を発生するサ
ムネイル画像発生部と、
　前記超音波画像に関する第１の付加情報を発生する第１付加情報発生部と、
　前記第１の付加情報の少なくとも一部を用いて、前記サムネイル画像に付加する第２の
付加情報を発生する第２付加情報発生部と、
　前記サムネイル画像と前記第２の付加情報とから構成されるサムネイル合成画像を発生
するサムネイル合成画像発生部と、
　前記サムネイル合成画像を表示する表示部と、
を具備することを特徴とする超音波画像処理装置。
【請求項１４】
　被検体をスキャンして得られたデータに基づいて画像データを発生する画像データ発生
部と、
　前記画像データに基づいてサムネイル画像を発生するサムネイル画像発生部と、
　前記画像データに関する第１の付加情報を発生する第１付加情報発生部と、
　前記第１の付加情報の少なくとも一部を用いて、前記サムネイル画像に付加する第２の
付加情報を発生する第２付加情報発生部と、
　前記サムネイル画像と前記第２の付加情報とから構成されるサムネイル合成画像を発生
するサムネイル合成画像発生部と、
　前記サムネイル合成画像を表示する表示部と、
を具備することを特徴とする医用画像診断装置。
【請求項１５】
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　医用画像機器を用いて取得された医用画像に基づいてサムネイル画像を発生するサムネ
イル画像発生部と、
　前記医用画像に関する第１の付加情報を発生する第１付加情報発生部と、
　前記第１の付加情報の少なくとも一部を用いて、前記サムネイル画像に付加する第２の
付加情報を発生する第２付加情報発生部と、
　前記サムネイル画像と前記第２の付加情報とから構成されるサムネイル合成画像を発生
するサムネイル合成画像発生部と、
　前記サムネイル合成画像を表示する表示部と、
を具備することを特徴とする医用画像処理装置。
【請求項１６】
　コンピュータに、
　超音波画像からサムネイル画像を発生させるサムネイル画像発生機能と、
　前記超音波画像に関する第１の付加情報を発生させる第１付加情報発生機能と、
　前記第１の付加情報の少なくとも一部を用いて、前記サムネイル画像に付加する第２の
付加情報を発生させる第２付加情報発生機能と、
　前記サムネイル画像と前記第２の付加情報とから構成されるサムネイル合成画像を発生
させるサムネイル合成画像発生機能と、
を実現させることを特徴とする超音波画像処理プログラム。
【請求項１７】
　コンピュータに、
　医用画像からサムネイル画像を発生させるサムネイル画像発生機能と、
　前記医用画像に関する第１の付加情報を発生させる第１付加情報発生機能と、
　前記第１の付加情報の少なくとも一部を用いて、前記サムネイル画像に付加する第２の
付加情報を発生させる第２付加情報発生機能と、
　前記サムネイル画像と前記第２の付加情報とから構成されるサムネイル合成画像を発生
させるサムネイル合成画像発生機能と、
を実現させることを特徴とする医用画像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断に用いられる超音波画像から発生されるサムネイル画像と超音波
画像に関する臨床的情報とを合成する機能を有する超音波診断装置、超音波画像処理装置
及び超音波画像処理プログラムや、医用画像診断に用いられる医用画像から発生されるサ
ムネイル画像と医用画像に関する臨床的情報とを合成する機能を有する医用画像診断装置
、医用画像処理装置及び医用画像処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医用画像診断装置には、超音波診断装置、Ｘ線診断装置、Ｘ線コンピュータ断層撮影装
置（Ｘ線ＣＴ）、磁気共鳴映像装置（ＭＲＩ）、核医学診断装置（ガンマカメラ、ＳＰＥ
ＣＴ、ＰＥＴ）などがある。また上記医用画像診断装置において、実時間表示が可能、装
置が小型で安価、Ｘ線などの被曝がなく安全性が高いといった優位点を有する医用画像診
断装置として、例えば超音波診断装置がある。上記優位点に加えて超音波診断装置は、超
音波ドプラ法により血流イメージングが可能であるといった超音波診断にしかできない特
有の特徴を有している。このため超音波画像診断の活用範囲は、心臓、腹部、乳腺、泌尿
器、および産婦人科等々多岐に渡っている。以下、医用画像診断装置として、超音波診断
装置を例にとり、背景技術を説明する。
【０００３】
　超音波検査時に取得された超音波画像は、超音波診断装置内の内部記憶装置に保存され
る。また、超音波診断装置を用いてＥＣＧ(electrocardiogram)波形と同期させて超音波
画像を取得する場合、超音波画像取得時に対応する心時相といった臨床的情報（以下第１
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の付加情報と呼ぶ）とフルサイズ画像としての超音波画像とを合成したフルサイズ合成画
像が表示部に表示される。また、フルサイズ合成画像を縮小した画像（以下縮小画像と呼
ぶ）は、フルサイズ合成画像を検索すること等の便宜のため、例えば図１４のように表示
される。
【０００４】
　超音波診断装置を用いて例えば被検体の心臓を画像診断する際、所定の期間（例えば複
数の心拍）に亘る複数の超音波画像を取得する場合がある。この時、発生される複数のフ
ルサイズ合成画像のそれぞれは、超音波画像が類似し臨床的情報が異なる画像となる。表
示画面上における複数の縮小画像それぞれに対する臨床的情報は、フルサイズ合成画像に
対する縮小画像の縮小率と同じ縮小率で表示される。
【０００５】
　読影医等は、一覧表示された複数の縮小画像の中から任意の縮小画像を選択することで
、所望するフルサイズ画像としての超音波画像を、効率的に選択し表示することができる
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来技術に関しては次のような問題がある。すなわち、臨床的情報は、
フルサイズ合成画像に対する縮小画像の縮小率と同じ縮小率であるため、図１４に示すよ
うに小さくなる。従って、読影医等が所望する超音波画像を選択する際、縮小画像から臨
床的情報を迅速且つ容易に把握することは困難となる問題がある。
【０００７】
　また、読影医等が縮小画像から臨床的情報を把握できない場合、縮小画像毎にわざわざ
フルサイズ合成画像を表示する必要がある。その結果、読影時の画像選択時における操作
性が低下し、読影医等の作業負担が増大するという問題がある。
【０００８】
　本発明は、上記事情を鑑みてなされたもので、読影医等が臨床的情報を迅速且つ容易に
把握できる縮小画像を発生することができる超音波診断装置、超音波画像処理装置、超音
波画像処理プログラム、医用画像診断装置、医用画像処理装置及び医用画像処理プログラ
ムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１に記載の発明は、超音波プローブと、超音波プローブを介して被検体へ向けて
超音波を送信し、送信された超音波に対応する反射波を前記被検体から受信し、受信した
反射波に基づいて受信信号を発生する超音波送受信部と、受信信号に基づいて超音波画像
を発生する超音波画像発生部と、超音波画像に基づいてサムネイル画像を発生するサムネ
イル画像発生部と、超音波画像に関する第１の付加情報を発生する第１付加情報発生部と
、第１の付加情報の少なくとも一部を用いてサムネイル画像に付加する第２の付加情報を
発生する第２付加情報発生部と、サムネイル画像と第２の付加情報とから構成されるサム
ネイル合成画像を発生するサムネイル合成画像発生部と、サムネイル合成画像を表示する
表示部と、を具備することを特徴とする超音波診断装置である。
【００１０】
　請求項１３に記載の発明は、超音波診断装置を用いて取得された超音波画像に基づいて
サムネイル画像を発生するサムネイル画像発生部と、超音波画像に関する第１の付加情報
を発生する第１付加情報発生部と、第１の付加情報の少なくとも一部を用いてサムネイル
画像に付加する第２の付加情報を発生する第２付加情報発生部と、サムネイル画像と第２
の付加情報とから構成されるサムネイル合成画像を発生するサムネイル合成画像発生部と
、サムネイル合成画像を表示する表示部と、を具備することを特徴とする超音波画像処理
装置である。
【００１１】
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　請求項１４に記載の発明は、被検体をスキャンして得られたデータに基づいて画像デー
タを発生する画像データ発生部と、画像データに基づいてサムネイル画像を発生するサム
ネイル画像発生部と、画像データに関する第１の付加情報を発生する第１付加情報発生部
と、第１の付加情報の少なくとも一部を用いてサムネイル画像に付加する第２の付加情報
を発生する第２付加情報発生部と、サムネイル画像と第２の付加情報とから構成されるサ
ムネイル合成画像を発生するサムネイル合成画像発生部と、サムネイル合成画像を表示す
る表示部と、を具備することを特徴とする医用画像診断装置である。
【００１２】
　請求項１５に記載の発明は、医用画像機器を用いて取得された医用画像に基づいてサム
ネイル画像を発生するサムネイル画像発生部と、医用画像に関する第１の付加情報を発生
する第１付加情報発生部と、第１の付加情報の少なくとも一部を用いてサムネイル画像に
付加する第２の付加情報を発生する第２付加情報発生部と、サムネイル画像と第２の付加
情報とから構成されるサムネイル合成画像を発生するサムネイル合成画像発生部と、サム
ネイル合成画像を表示する表示部と、を具備することを特徴とする医用画像処理装置であ
る。
【００１３】
　請求項１６に記載の発明は、コンピュータに、超音波画像からサムネイル画像を発生さ
せるサムネイル画像発生機能と、超音波画像に関する第１の付加情報を発生させる第１付
加情報発生機能と、第１の付加情報の少なくとも一部を用いてサムネイル画像に付加する
第２の付加情報を発生させる第２付加情報発生機能と、サムネイル画像と第２の付加情報
とから構成されるサムネイル合成画像を発生させるサムネイル合成画像発生機能と、を実
現させることを特徴とする超音波画像処理プログラムである。
【００１４】
　請求項１７に記載の発明は、コンピュータに、医用画像からサムネイル画像を発生させ
るサムネイル画像発生機能と、医用画像に関する第１の付加情報を発生させる第１付加情
報発生機能と、第１の付加情報の少なくとも一部を用いてサムネイル画像に付加する第２
の付加情報を発生させる第２付加情報発生機能と、サムネイル画像と第２の付加情報とか
ら構成されるサムネイル合成画像を発生させるサムネイル合成画像発生機能と、を実現さ
せることを特徴とする医用画像処理プログラムである。
【発明の効果】
【００１５】
　以上本発明によれば、読影医等が臨床的情報を迅速且つ容易に把握できる縮小画像を発
生することができる超音波診断装置、超音波画像処理装置、超音波画像処理プログラム、
医用画像診断装置、医用画像処理装置及び医用画像処理プログラムを実現することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、第１の実施形態における超音波診断装置の構成を示すブロック図である
。
【図２】図２は、第１の実施形態において、超音波画像に関する臨床的情報を用いて、サ
ムネイル画像用の臨床的情報を発生する手順を示すフローチャートである。
【図３】図３は、フルサイズ画像としての超音波画像と当該超音波画像に関する複数の心
拍に亘るＥＣＧ波形とを合成したフルサイズ合成画像の一例を示す図である。
【図４】図４は、図３の超音波画像が得られた心時相を記した１心拍に亘るサムネイル画
像用のＥＣＧ波形と、図３の超音波画像のサムネイル画像とを合成したサムネイル合成画
像の一例を示す図である。
【図５】図５は、フルサイズ画像としての超音波画像と当該超音波画像に関する複数の心
拍に亘るＥＣＧ波形とを合成したフルサイズ合成画像の一例を示す図である。
【図６】図６は、図５の超音波画像が得られた心時相を示すサムネイル画像用の文字列と
、図５の超音波画像のサムネイル画像とを合成したサムネイル合成画像の一例を示す図で
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ある。
【図７】図７は、フルサイズ画像としての超音波画像と当該超音波画像に関する複数の心
拍に亘るＥＣＧ波形・所見を示す文字列とを合成したフルサイズ合成画像の一例を示す図
である。
【図８】図８は、図７の超音波画像に関するサムネイル画像用の所見を示す文字列と、図
７の超音波画像のサムネイル画像とを合成したサムネイル合成画像の一例を示す図である
。
【図９】図９は、フルサイズ画像としての超音波画像と当該超音波画像に関する複数の心
拍に亘るＥＣＧ波形・ドプラ波形を用いた計測に関する情報を示す文字列とを合成したフ
ルサイズ合成画像の一例を示す図である。
【図１０】図１０は、図９の超音波画像に関するドプラ波形を用いた計測に関する情報を
示すサムネイル画像用の文字列と、図９の超音波画像のサムネイル画像とを合成したサム
ネイル合成画像の一例を示す図である。
【図１１】図１１は、フルサイズ画像としての超音波画像と当該超音波画像に関するボデ
ィマークとを合成したフルサイズ合成画像の一例を示す図である。
【図１２】図１２は、図９の超音波画像に関するサムネイル画像用のボディマークと、図
１１の超音波画像のサムネイル画像とを合成したサムネイル合成画像の一例を示す図であ
る。
【図１３】図１３は、第１の実施形態を適用させて得られる表示画面上のサムネイル合成
画像の一覧を示す図である。
【図１４】図１４は、表示画面上のフルサイズ合成画像を縮小した従来の画像の一覧を示
す図である。
【図１５】図１５は、第５の変形例において、サムネイル画像用の臨床用情報を発生する
手順を示すフローチャートである。
【図１６】図１６は、第６の変形例における、医用画像処理装置の構成を示すブロック図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の第１の実施形態を図面に従って説明する。なお、以下の説明において、
略同一の機能及び構成を有する構成要素については、同一符号を付し、重複説明は必要な
場合にのみ行う。
【００１８】
　（第１の実施形態）　
　以下、図面を参照して、本発明の第１の実施形態を説明する。
【００１９】
　図1は本実施形態に係る超音波診断装置のブロック構成図を示している。同図に示すよ
うに、本超音波診断装置は、超音波プローブ１１、超音波送受信部２１、Ｂモード処理部
２３、ドプラ処理部２５、超音波画像発生部２７、画像合成部２９、インターフェース部
３１、内部記憶装置３３、制御プロセッサ（ＣＰＵ）３５、血流評価部３７、第１付加情
報発生部３９、サムネイル画像発生部４１、第２付加情報発生部４３、入力装置４５、表
示部４７を有している。加えて本超音波診断装置には、心電計、心音計、脈波計、呼吸セ
ンサに代表される生体信号計測部４９が、インターフェース部３１を介して接続されても
よい。なお、本超音波診断装置の技術的思想を超音波画像処理装置で実現する場合には、
例えば点線内の構成を有するものとなる。
【００２０】
　超音波プローブ１１は、圧電セラミックス等の音響／電気可逆的変換素子としての圧電
振動子を有する。複数の圧電振動子は並列され、超音波プローブ１１の先端に装備される
。なお、一つの振動子が一チャンネルを構成するものとして説明する。
【００２１】
　超音波送受信部２１は、図示しないレートパルス発生器、送信遅延回路、パルサ、アン
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プ回路、Ａ／Ｄ変換器、ビームフォーマ、加算器等を有する。レートパルス発生器では、
所定のレート周波数で送信超音波を形成するためのレートパルスが繰り返し発生される。
送信遅延回路では、チャンネル毎に超音波をビーム状に収束し且つ送信指向性を決定する
のに必要な遅延時間が、各レートパルスに与えられる。パルサは、このレートパルスに基
づくタイミングで、所定のスキャンラインに向けて超音波ビームが形成されるように、振
動子毎に駆動パルスを印加する。アンプ回路は、超音波プローブ１１を介して取り込まれ
た被検体からのエコー信号をチャンネル毎に増幅する。Ａ／Ｄ変換器は、アナログ信号で
ある増幅されたチャンネル毎のエコー信号をディジタル信号に変換する。ビームフォーマ
は、ディジタル信号に変換されたエコー信号に、受信指向性を決定するために必要な遅延
時間を与える。加算器は、制御プロセッサ（ＣＰＵ）３５からの受信遅延パターンに従っ
て複数のエコー信号を加算する。この加算により受信指向性に応じた方向からの反射成分
が強調される。この送信指向性と受信指向性とにより超音波送受信の総合的な指向性が決
定される（この指向性により、いわゆる「超音波走査線」が決まる。）。
【００２２】
　Ｂモード処理部２３は、超音波送受信部２１からエコー信号を受け取り、対数増幅、包
絡線検波処理などを施し、信号強度が輝度の明るさで表現されるＢモードデータを生成す
る。生成されたＢモードデータは、超音波画像発生部２７において、所定の処理を受ける
。
【００２３】
　ドプラ処理部２５は、超音波送受信部２１からエコー信号に基づいてドプラ処理を行う
。ドプラ処理とは、速度情報を周波数解析し、ドプラ効果による血流や組織、造影剤エコ
ー成分を抽出し、平均速度、分散、パワー等の血流情報の計算を含む処理である。
【００２４】
　超音波画像発生部２７は、一般的には、超音波スキャンの走査線信号列を、テレビなど
に代表される一般的なビデオフォーマットの走査線信号列に変換（スキャンコンバータ）
し、フルサイズ画像としての超音波画像を発生する。なお、超音波画像発生部２７へ入力
される前のデータを「生データ」と呼ぶ。
【００２５】
　インターフェース部３１は、入力装置４５、ネットワーク、図示していない外部記憶装
置、生体信号計測部４９に関するインターフェースである。本超音波診断装置によって得
られた超音波画像等のデータや解析結果等は、インターフェース部３１によって、ネット
ワークを介して他の装置に転送可能である。
【００２６】
　血流評価部３７は、ドプラ処理部２５において時系列的に得られた複数のドプラスペク
トラムの最大周波数に対応する最高流速のトレース波形（左室流入血流波形）と、生体信
号計測部４９から供給される心電図における被検体の心拍周期と、予め設定された選定基
準とに基づいて、当該トレース波形の特徴量であるＥ波（拡張早期血流波形：early dias
tolic flow）及びＡ波（心房収縮期血流波形：atrial contraction flow）を選定する。
血流評価部３７は、選定されたＥ波及びＡ波の振幅、あるいは形状に基づいて各種診断パ
ラメータ（Ｅ／ＡやＤｃＴ（減速時間：deceleration time）など）を計測する。
【００２７】
　第１付加情報発生部３９は、超音波画像に関する臨床的情報である第１の付加情報を発
生する。臨床的情報とは、例えば、心電波形、心音波形、脈波波形、呼吸曲線それぞれに
おける当該超音波画像が得られた時相、血液評価部３７で得られた種々の診断パラメータ
の文字情報、フルサイズ画像としての当該超音波画像に付されるボディマーク、アノテー
ションなどである。
【００２８】
　サムネイル画像発生部４１は、超音波画像発生部２７で発生されたフルサイズ画像とし
ての超音波画像を縮小し、超音波画像のサムネイル画像を発生する。なお、内部記憶装置
３３に記憶された超音波画像を用いて、超音波画像のサムネイル画像を発生することも可
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能である。
【００２９】
　第２付加情報発生部４３は、第１の付加情報の少なくとも一部を用いて、サムネイル画
像用の情報（以下第２の付加情報と呼ぶ）を発生する。第２の付加情報は、超音波画像に
関する第１の付加情報に基づくサムネイル画像用の付加情報であって、フルサイズ画像に
対するサムネイル画像の縮小率とは異なる縮小率または拡大率で第１の付加情報の一部か
ら発生され、臨床的情報を端的に示す情報である。例えば、第２付加情報発生部４３は、
表示部４７で表示された第１の付加情報を示す表示部４７における座標情報に基づいて、
第２の付加情報を発生することができる。第２付加情報発生部４３は、超音波画像を内部
記憶装置３３に保存する操作をトリガとして、第２の付加情報を発生する。なお、第２の
付加情報は、内部記憶装置３３に記憶された超音波画像を読み出す操作をトリガとして発
生されてもよいし、予め内部記憶装置３３にデフォルトとして保存された上記トリガのい
ずれか一つに基づいて発生されてもよい。なお、これらのトリガは、入力装置４５を介し
てユーザにより選択されてもよい。
【００３０】
　制御プロセッサ（ＣＰＵ）３５は、ユーザにより入力装置４５から入力されたモード選
択、ＲＯＩ設定、受信遅延パターンリストの選択、送信開始・終了に基づいて、内部記憶
装置３３に記憶された送受信条件と装置制御プログラムを読み出し、これらに従って、本
超音波診断装置を制御する。制御プロセッサ３５は、超音波画像発生部２７で発生された
超音波画像に対応する第１の付加情報からサムネイル画像用の第２の付加情報を生成する
機能を実現するための専用プログラム、所定の画像生成・表示等を実行するための制御プ
ログラムを、内部記憶装置３３から読み出して自身が有するメモリ上に展開し、各種処理
に関する演算・処理等を実行する。
【００３１】
　画像合成部２９は、超音波画像発生部２７から受け取ったフルサイズ画像としての超音
波画像と、種々のパラメータ、第１付加情報発生部から受け取った第１の付加情報、生体
信号計測部４９から受け取った生体信号（例えば、心電波形、心音波形、脈波波形、呼吸
曲線など）、目盛り等とを合成し、合成したフルサイズ合成画像をビデオ信号として表示
部４７に出力する。また画像合成部２９は、サムネイル画像発生部４１から受け取った超
音波画像のサムネイル画像と第２付加情報発生部４３から受け取った第２の付加情報とを
合成し、合成したサムネイル合成画像をビデオ信号として表示部４７に出力する。
【００３２】
　内部記憶装置３３は、フォーカス深度の異なる複数の受信遅延パターン、当該装置の制
御プログラム、診断プロトコル、送受信条件等の各種データ群、Ｂモード処理部２３やド
プラ処理部２５において走査方向単位で生成されたＢモードデータとドプラデータ、超音
波画像、フルサイズ合成画像、サムネイル合成画像、心電波形・心音波形・脈波波形・呼
吸曲線のテンプレートおよび計測された生体信号等を記憶する。また内部記憶装置３３は
、超音波画像発生部２７で発生された超音波画像に対応する第１の付加情報からサムネイ
ル画像用の第２の付加情報を生成する機能（後述するサムネイル画像用付加情報発生機能
）を実現するための専用プログラムを格納する。また、内部記憶装置３３は、いずれの操
作に基づいて第２付加情報発生部で第２の付加情報を発生させるのかといったトリガを記
憶する。
【００３３】
　生体信号計測部４９は、例えば、心電計、心音計、脈波計、呼吸センサ等の生体信号を
計測する機器である。以下、これらの生体信号計測機器について説明する。
【００３４】
　心電計は、被検体の心臓の電気現象による時間的変化を検出する。検出された心臓の電
気現象の時間的変化（以下心電波形と呼ぶ）の信号は、インターフェース部３１を介して
内部記憶装置３３に記憶されると共に、第１付加情報発生部３９に送られる。また、心電
波形の信号は、必要であれば画像合成部２９を介して表示部４７に送られ、心電図（ＥＣ
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Ｇ(electrocardiogram)波形）として表示される。なお、心電計で検出された心電波形の
信号は、心電計のモニタ等で表示することも可能である。　
　心音計は、被検体の体表面に伝達された心臓の弁膜および大血管による振動音の時間的
変化を検出する。検出された振動音の時間的変化（以下心音波形と呼ぶ）の信号は、イン
ターフェース部３１を介して内部記憶装置３３に記憶されると共に、第１付加情報発生部
３９に送られる。また、心音波形の信号は、必要であれば画像合成部２９を介して表示部
４７に送られ、心音図（ＰＣＧ(phonocardiogram)波形）として表示される。なお、心音
計で検出された心音波形の信号は、心音計のモニタ等で表示することも可能である。　
　脈波計は、心臓の収縮により血液を大動脈起始部へ押し出したときに発生する血管内の
圧力変化が抹消方向に伝わっていくときの波動の時間的変化を検出する。検出された波動
の時間的変化（以下脈波波形と呼ぶ）の信号は、インターフェース部３１を介して内部記
憶装置３３に記憶されると共に、第１付加情報発生部３９に送られる。また、脈波波形の
信号は、必要であれば画像合成部２９を介して表示部４７に送られ、脈波波形として表示
される。なお、脈波計で検出された脈波波形の信号は、脈波計のモニタ等で表示すること
も可能である。　
　呼吸センサは、例えば被検体の腹部の動きによって呼吸運動を示す波動の時間的変化を
検出する。検出された呼吸運動を示す波動の時間的変化（以下呼吸曲線と呼ぶ）の信号は
、インターフェース部３１を介して内部記憶装置３３に記憶されると共に、第１付加情報
発生部３９に送られる。また、呼吸曲線の信号は、必要であれば画像合成部２９を介して
表示部４７に送られ、呼吸曲線として表示される。
【００３５】
　入力装置４５は、インターフェース部３１に接続されユーザからの各種指示・命令・情
報・選択・設定を本超音波診断装置に取り込む。入力装置４５は、図示しないが、関心領
域（ＲＯＩ）の設定などを行うためのトラックボール、スイッチボタン、マウス、キーボ
ードを有する。例えば、ユーザが入力装置４５の終了ボタンやＦＲＥＥＺＥボタンを操作
すると、超音波の送受信は終了し、本超音波診断装置は一時停止状態となる。
【００３６】
　表示部４７は、画像合成部２９からのビデオ信号に基づいて、フルサイズ合成画像もし
くはサムネイル合成画像を表示する。
【００３７】
　（サムネイル画像用付加情報発生機能）　
　サムネイル画像用付加情報発生機能とは、超音波画像に関する臨床的情報を端的に示す
サムネイル画像用の付加情報を発生し、発生された付加情報を当該超音波画像のサムネイ
ル画像に付加し、サムネイル合成画像として表示等を行う機能である。
【００３８】
　以下、サムネイル用付加情報発生機能に従う処理（以下サムネイル用付加情報発生処理
と呼ぶ）を説明する。　
　図２は、サムネイル用付加情報発生処理の流れを示すフローチャートである。　
　被検体に対する超音波送受信に先立って、ユーザは、入力装置４５にて患者情報の入力
、送受信条件、第２の付加情報を発生させるトリガの選択、第１の付加情報に対する第２
の付加情報の縮小率もしくは拡大率の設定、さらには種々の超音波データ収集条件の設定
や更新を行う。上記情報は、内部記憶装置３３に保存される。これらの入力／選択／設定
が終了したならば、術者は超音波プローブ１１の先端（超音波送受波面）を被検体体表面
の所定の位置に固定する。次いで制御プロセッサ３５が、ＥＣＧ波形と同期しながら複数
心拍に亘って、超音波を送信し、送信された超音波に対応する反射波の受信（すなわち超
音波スキャン）を実行する（ステップＳ１１）。受信された反射波の受信に基づく受信信
号は、Ｂモード処理部２３へ送られ、Ｂモードデータが生成される。生成されたＢモード
データは、超音波画像発生部２７へ送られフルサイズ画像が発生される。なお、ステップ
Ｓ１１における同期は、心音波形、脈波波形および呼吸曲線との同期でもよい。
【００３９】
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　次に、画像合成部２９が、制御プロセッサ３５の制御のもとで、フルサイズ画像として
の超音波画像と第１の付加情報とを合成したフルサイズ合成画像を発生する。発生された
フルサイズ合成画像が表示部４７に表示される（ステップＳ１２）。
【００４０】
　入力装置４５を介してユーザからの保存の指示を受け取る（ステップＳ１３）と、これ
をトリガとして、第１の付加情報（超音波画像が得られた心時相を記した複数の心拍に亘
るＥＣＧ波形）を用いて、サムネイル画像用の第２の付加情報（超音波画像が得られた心
時相を記した１心拍に亘るＥＣＧ波形）が、第２付加情報発生部４３において、超音波画
像に対するサムネイル画像の縮小率とは異なる縮小率または拡大率で発生される（ステッ
プＳ１４）。
【００４１】
　なお、第２の付加情報は、内部記憶装置３３に記憶された超音波画像を読み出す操作を
トリガとして発生されてもよいし、予め内部記憶装置３３にデフォルトとして保存された
上記トリガのいずれか一つに基づいて発生されてもよい。第２の付加情報における１心拍
分のＥＣＧ波形は、予め内部記憶装置３３に記憶されたＥＣＧ波形のテンプレートを用い
ることとする。
【００４２】
　なお、第２の付加情報は、第１の付加情報におけるＥＣＧ波形を切り出してもよい。こ
の時、切り出された第２の付加情報は、フルサイズ画像に対するサムネイル画像の縮小率
とは異なる縮小率または拡大率となる。
【００４３】
　内部記憶装置３３へフルサイズ合成画像が保存されるとき、表示部４７では、保存され
るフルサイズ合成画像がフリーズ表示される（ステップＳ１５）。図３は、表示部４７で
フリーズ表示されたフルサイズ合成画像の一例を示す図である。図３において、Ｉｆｃは
、フルサイズ合成画像を示しており、ＵＳｆは、フルサイズ画像としての超音波画像を示
している。ｆｉｉは、第１の付加情報を示している。
【００４４】
　フリーズ表示されたフルサイズ画像としての超音波画像を用いて、サムネイル画像発生
部４１において、当該超音波画像のサムネイル画像が発生される（ステップＳ１６）。　
　続いて、超音波画像のサムネイル画像と第２の付加情報とを合成したサムネイル合成画
像が、表示部４７で表示される（ステップＳ１７）。
【００４５】
　図４は、サムネイル合成画像の一例を示す図である。図４において、Ｉｔｈｃは、サム
ネイル合成画像を示しており、Ｉｔｈは、超音波画像のサムネイル画像を示している。Ｓ
ｉｉは、第２の付加情報を示している。Ｌは、サムネイル合成画像における縦の長さの約
３分の１を示している。また、Ａｉは、当該超音波画像が取得された心時相を示している
。図４における１心拍分のＥＣＧ波形は、概ねサムネイル合成画像の下方３分の１の大き
さで示されている。なお、サムネイル合成画像に対する第２の付加情報の大きさは、入力
装置４５を介したユーザの操作によって適宜変更可能である。
【００４６】
　続いて、フルサイズ合成画像、サムネイル画像および第２の付加情報をそれぞれ対応付
けて内部記憶装置３３へ保存する（ステップＳ１８）。
【００４７】
　スキャンの終了がユーザにより選択されるまで、ステップＳ１２からステップＳ１８ま
での処理が繰り返される。この繰り返しの処理により保存されたサムネイル合成画像は、
ユーザの指示に従って表示部４７で一覧表示される。例えば、図１３は表示部４７で表示
されるサムネイル合成画像の一覧であり、図１４はフルサイズ合成画像を縮小した従来の
画像の一覧である。図１３と図１４とにおける画像１同士を比較することで、上記サムネ
イル画像用付加情報発生機能の有無による相違が明確になる。すなわち、図１４の従来の
縮小画像１では、超音波画像が取得された心時相は容易には把握できないが、図１３のサ
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ムネイル合成画像１では超音波画像が取得された心時相は容易且つ迅速に把握できるよう
になる。
【００４８】
　（第１の変形例）　
　第１の実施形態との相違は、ＥＣＧ波形の替わりに心時相を表す文字列を第２の付加情
報として発生するものである。また、第２の付加情報の大きさは、サムネイル合成画像の
１６分の２程度である。
【００４９】
　入力装置４５を介してユーザからの保存の指示を受け取る（ステップＳ１３）と、これ
をトリガとして、第１の付加情報（超音波画像が得られた心時相を記した複数の心拍に亘
るＥＣＧ波形）を用いて、サムネイル画像用の第２の付加情報（超音波画像が得られた心
時相を示す文字列）が、第２付加情報発生部４３で発生される。超音波画像が得られた心
時相を示す文字列は、例えば、心電図におけるＲ波を中心とした±１００ｍｓの範囲内に
超音波画像が得られた心時相が存在すればＥＤ（拡張末期：end diastole）と表示され、
Ｒ波から２００ｍｓ経過した時相とＲ波から４００ｍｓ経過した時相との範囲内に超音波
画像が得られた心時相が存在すればＥＳ（収縮末期：end systole）と表示される。
【００５０】
　第２の付加情報における超音波画像が得られた心時相を示す文字列は、予め内部記憶装
置３３に記憶された文字列のテンプレートを用いることとする。なお、ユーザが入力装置
４５を介して、アノテーション機能を用いて文字列を入力することも可能である。
【００５１】
　以後の処理は、第１の実施形態における処理と同様である。図５は、表示部４７でフリ
ーズ表示されたフルサイズ合成画像の一例を示す図である。図６は、サムネイル合成画像
の一例を示す図である。図６において図４と異なる個所の説明を行う。Ａ１６は、サムネ
イル画像を１６等分した領域を示している。Ｓｉｉは、図５における第１の付加情報を用
いて発生されたサムネイル画像用の第２の付加情報である。Ｓｉｉにおける文字列ＥＤは
、図５の超音波画像が得られた心時相である拡張末期（end diastole）を示している。
【００５２】
　（第２の変形例）　
　第１の実施形態との相違は、ＥＣＧ波形の替わりに所見を表す文字列を第２の付加情報
として発生するものである。また、第２の付加情報の大きさは、第１の変形例と同様であ
る。
【００５３】
　入力装置４５を介してユーザからの保存の指示を受け取る（ステップＳ１３）と、これ
をトリガとして、第１の付加情報（超音波画像が得られた心時相を記した複数の心拍に亘
るＥＣＧ波形およびアノテーション機能により表示された所見を示す文字列）を用いて、
サムネイル画像用の第２の付加情報（所見を示す文字列）が、第２付加情報発生部４３で
発生される。第２の付加情報における所見を示す文字列は、予め内部記憶装置３３に記憶
された所見を示す文字列のテンプレートを用いてもよい。
【００５４】
　以後の処理は、第１の実施形態における処理と同様である。図７は、表示部４７でフリ
ーズ表示されたフルサイズ合成画像の一例を示す図である。図７において、図５の記号の
内容と異なる個所について説明を行う。ｆｉｉは、第１の付加情報（超音波画像が得られ
た心時相を記した複数の心拍に亘るＥＣＧ波形およびアノテーション機能により表示され
た所見を示す文字列）を示している。図８は、サムネイル合成画像の一例を示す図である
。図８において図６と異なる個所の説明を行う。Ｓｉｉは、図７における第１の付加情報
を用いて発生されたサムネイル画像用の第２の付加情報（所見を示す文字列ＭＳ：mitral
 stenosis(僧帽弁狭窄症)）である。
【００５５】
　（第３の変形例）　
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　第１の実施形態との相違は、ＥＣＧ波形の替わりにドプラ波形を用いた計測に関する情
報を示す文字列を第２の付加情報として発生するものである。また、第２の付加情報の大
きさは、第１の変形例と同様である。
【００５６】
　入力装置４５を介してユーザからの保存の指示を受け取る（ステップＳ１３）と、これ
をトリガとして、第１の付加情報（超音波画像が得られた心時相を記した複数の心拍に亘
るＥＣＧ波形およびドプラ波形を用いた計測に関する情報を示す文字列）を用いて、サム
ネイル画像用の第２の付加情報（ドプラ波形を用いた計測に関する情報を示す文字列）が
、第２付加情報発生部４３で発生される。第２の付加情報におけるドプラ波形を用いた計
測に関する情報を示す文字列は、予め内部記憶装置３３に記憶された文字列のテンプレー
トを用いてもよい。なお、ドプラ波形を用いた計測に関する情報を示す文字列を複数発生
することも可能である。
【００５７】
　以後の処理は、第１の実施形態における処理と同様である。図９は、表示部４７でフリ
ーズ表示されたフルサイズ合成画像の一例を示す図である。図９において、図７とは異な
るところの説明を行う。ＵＳｆは、２種のフルサイズ画像を示している。すなわち、Ｂモ
ード画像とドプラ波形である。ｆｉｉは、第１の付加情報（超音波画像が得られた心時相
を記した複数の心拍に亘るＥＣＧ波形およびドプラ波形を用いた計測に関する情報を示す
文字列）を示している。図１０は、サムネイル合成画像の一例を示す図である。図１０に
おいて、図８とは異なるところの説明を行う。Ｓｉｉは、図９における第１の付加情報を
用いて発生されたサムネイル画像用の第２の付加情報（ドプラ波形を用いた計測に関する
情報を示す文字列：Ｅ／Ａ＝１.９４）である。ｆｉｉｔｈは、フルサイズ画像に対する
サムネイル画像の縮小率と同じ縮小率で第１の付加情報の一部（超音波画像が得られた心
時相を記した複数の心拍に亘るＥＣＧ波形）を縮小した付加情報である。
【００５８】
　（第４の変形例）　
　第１の実施形態との相違は、ＥＣＧ波形の替わりにボディマークを第２の付加情報とし
て発生するものである。また、第２の付加情報の大きさは、サムネイル合成画像の４分の
１程度である。
【００５９】
　入力装置４５を介してユーザからの保存の指示を受け取る（ステップＳ１３）と、これ
をトリガとして、第１の付加情報（超音波プローブ１１の先端を接触させた被検体体表面
の位置を示すボディマーク）を用いて、サムネイル画像用の第２の付加情報（ボディマー
ク）が、第２付加情報発生部４３で発生される。
【００６０】
　以後の処理は、第１の実施形態における処理と同様である。図１１は、表示部４７でフ
リーズ表示されたフルサイズ合成画像の一例を示す図である。図１１において、図５の記
号の内容と異なる個所について説明を行う。ｆｉｉは、第１の付加情報（超音波プローブ
１１の先端を接触させた被検体体表面の位置を示すボディマーク）を示している。図１２
は、サムネイル合成画像の一例を示す図である。図１２において図６と異なる個所の説明
を行う。Ｓｉｉは、図１１における第１の付加情報を用いて発生されたサムネイル画像用
の第２の付加情報（ボディマーク）である。第２の付加情報の大きさは、サムネイル合成
画像の４分の１程度の大きさであるが、入力装置を介したユーザの操作により、任意の大
きさに変更可能である。なお、ボディマークは、サムネイル合成画像上の任意の場所に設
置可能である。
【００６１】
　（第５の変形例）
　第１の実施形態との相違は、サムネイル画像発生部４１が静止画の代わりに動画のサム
ネイル画像を発生する点である。第５の変形例におけるサムネイル合成画像の発生処理の
流れを図１５に示す。



(14) JP 2011-139896 A 2011.7.21

10

20

30

40

50

【００６２】
　図１５のフローチャートにおいて、ステップＳ２１、Ｓ２２の処理は、第１の実施形態
で説明したＳ１１、Ｓ１２の処理と同じである。図１５のフローチャートのステップＳ２
３において、制御プロセッサ３５が入力部４５を介して所定の期間のフルサイズ合成画像
を動画として保存する指示、及び動画保存期間の指示を受け取ったとき（ステップＳ２３
）、超音波画像発生部２７は指示された動画保存期間に対応する動画を画像合成部２９及
びサムネイル画像発生部４１へと出力する。また、第１付加情報発生部３９は動画保存期
間に対応する心電波形を第１の付加情報として発生する。次に第２付加情報発生ユニット
４３は、第１の付加情報を、超音波画像に対するサムネイル画像の縮小率とは異なる縮小
率または拡大率で変形して発生する（ステップＳ２４）。
【００６３】
　内部記憶装置３３がフルサイズ合成画像を動画として記憶するとき、表示部４７は、記
憶する動画を表示する（ステップＳ２５）。また、内部記憶ユニット３３がフルサイズ合
成画像を動画として記憶するとき、サムネイル画像発生部４１は、フルサイズ画像として
の動画を縮小してサムネイル画像を動画として発生する（ステップＳ２６）。
【００６４】
　続いて、超音波画像のサムネイル画像と第２の付加情報とを合成したサムネイル合成画
像を、表示部４７で表示する（ステップＳ２７）。このとき表示部４７は、動画として保
存されたサムネイル合成画像を繰り返し再生する。
【００６５】
　制御プロセッサ３５は、ステップＳ２８の処理について、第１の実施形態で説明したス
テップ１８と同様の処理を行い、処理を終了する。
【００６６】
　なお、サムネイル画像発生部４１はサムネイル画像を発生するときに、動画の代わりに
動画のある時相における静止画を抽出して、抽出した静止画を縮小してサムネイル画像を
発生してもよい。静止画を抽出する時相は、例えばフルサイズ画像としての動画の保存を
開始した時相や、あるいは入力部４５を介して静止画の抽出指示を受け付けた時相である
。
【００６７】
　（第６の変形例）
　図１６に、第６の変形例としてサムネイル用付加情報発生機能を実現するための医用画
像処理装置の構成例を示す。図１６において、医用画像処理装置には医用画像診断装置５
１、記憶ユニット５２、サーバ５３などがネットワークを介して接続される。図１６にお
ける医用画像処理装置と第１の実施形態における超音波診断装置との違いは、医用画像を
撮影する構成要素（図１における一点鎖線内の構成要素）の代わりに画像取得部５０を備
える点にある。画像取得部５０は、画像取得部５０にネットワーク接続された医用画像診
断装置５１や、記憶ユニット５２や、サーバ５３からフルサイズ画像としての医用画像と
、第１の付加情報を取得する。
【００６８】
画像取得部５０は取得した医用画像をサムネイル画像発生部４１に出力し、第１の付加情
報を第２付加情報発生部４３に出力する。サムネイル画像発生部４１は画像取得部５０が
取得したフルサイズ画像としての医用画像を縮小して、サムネイル画像を発生する。一方
第２付加情報発生部４３は、画像取得部５０が取得した第１の付加情報を、医用画像に対
するサムネイル画像の縮小率とは異なる縮小率または拡大率で変形して、第２の付加情報
を発生する。以降の画像合成部２９が行うサムネイル合成画像及びフルサイズ合成画像の
発生処理は、第１の実施形態に述べたものと同じである。また、第１の付加情報は画像取
得部５０が取得する他に、第１付加情報発生部３９が発生するものであってもよい。
【００６９】
　第１の実施形態及び各変形例の効果をまとめると以下の通りである。
【００７０】
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　本超音波診断装置によれば、超音波画像に関する臨床的情報を端的に示す第２の付加情
報、すなわち、ＥＣＧ波形と超音波画像取得時の心時相、超音波画像取得時の心時相を示
す文字列、所見を示す文字列、ドプラ波形を用いた計測に関する情報を示す文字列、超音
波プローブ１１の先端を被検体体表面の位置を示すボディマーク等をサムネイル画像用と
して発生し、当該超音波画像に対応するサムネイル画像に付加し、サムネイル合成画像と
して表示等を行う。読影医等は、このような付加情報が付加されたサムネイル合成画像の
一覧表示を観察することで、各サムネイル合成画像に対応するフルサイズ画像としての超
音波画像がいずれの臨床的情報を有するものであるかを容易にかつ迅速に把握することが
できる。
【００７１】
　画像選択時においては、このように表示される各サムネイル合成画像のうち、所望する
超音波画像に関する臨床的情報を端的に示す付加情報を含むサムネイル合成画像を選択す
ればよい。こうすることで、選択の都度わざわざ超音波画像を読み出して観察せずとも、
保存された多くの超音波画像の中から所望する超音波画像を、容易かつ迅速に選択するこ
とができる。このことは、サムネイル合成画像の一覧表示（ＣＩｔｈｃ）である図１３と
従来の縮小画像の一覧表示（ＲＩｆｃ）である図１４とを比較すれば明らかである。
【００７２】
　その結果、読影時等における画像選択時において操作性を向上させることができ、読影
医等の作業負担を軽減させることができる。
【００７３】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。上記実施形態の変形例として、
本超音波診断装置の技術的思想を医用画像診断装置で実現する場合には、図１の構成図に
おける一点鎖線内の構成要素全てを画像データ発生部に置換すればよい。サムネイル画像
用付加情報発生機能における各処理は、第１の実施形態と同様である。また、本超音波診
断装置の技術的思想を医用画像処理装置で実現する場合には、例えば図１の構成図におけ
る点線内の構成要素を有するものとなる。サムネイル画像用付加情報発生機能における各
処理は、第１の実施形態と同様である。加えて、各実施形態に係る各機能は、当該処理を
実行するプログラムをワークステーション等のコンピュータにインストールし、これらを
メモリ上で展開することによっても実現することができる。このとき、コンピュータに当
該手法を実行させることのできるプログラムは、磁気ディスク（フロッピー（登録商標）
ディスク、ハードディスクなど）、光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤなど）、半導体メ
モリなどの記憶媒体に格納して頒布することも可能である。
【００７４】
　また、上記実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々
の発明を形成できる。例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削
除してもよい。さらに、異なる実施形態に亘る構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００７５】
　１１…超音波プローブ、２１…超音波送受信部、２３…Ｂモード処理部、２５…ドプラ
処理部、２７…超音波画像発生部、２９…画像合成部、３１…インターフェース部、３３
…内部記憶装置、３５…制御プロセッサ（ＣＰＵ）、３７…血流評価部、３９…第１付加
情報発生部、４１…サムネイル画像発生部、４３…第２付加情報発生部、４５…入力装置
、４７…表示部、４９…生体信号計測部、５０…画像取得部、５１…医用画像診断装置、
５２…記憶ユニット、５３…サーバ
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